
＜先週の説教から＞ 

『 ヘ ブ ラ イ 書 ④ — こ れ ほ ど 大 き な 救 い を 』  

武 田 真 治 牧 師  

イザヤ書 ４６：８～１３ ヘブライ手紙 ２：１～４ 

本日よりヘブライ人への手紙の２章に入ります。これまで

１章を読んでこられて『むずかしいな』とか『論文を読んで

いるようだ』と思われたかもしれません。確かにそのような

傾向があります。ただ、今日の箇所は『やっぱり手紙なんだ

な』と思わせてくれる言葉となっています。即ち「だから、

わたしたちは聞いたことにいっそう注意を払わねばなりま

せん。そうでないと、押し流されてしまいます」と。これは

明らかにこの手紙を受け取る相手を考え、心配している言葉

です。これこそこの手紙が書かれた理由とも言い得ます。 

彼が心配しているのは、ここにあるように「押し流されて

しまう」ことです。何によって押し流されるかと言えば、そ

れは“世の中に”ということでしょう。信仰を与えられて、

生きるようになっても「注意を払わない」とだんだんこの世

の中に埋没し、この世の考え方や生き方にどっぷり浸かって

しまうようになると、与えられた信仰さへ無くしてしまうこ

とになると。それが押し流されるということでしょう。 

ここを読んで思いましたことは、この手紙が書かれた頃は

キリスト教が始まって５０年余りの時期で、使徒言行録を読

んでも伝道が盛んに行われ、信仰的に燃えていた時代でした

のに、もうその信仰から離れてしまうことや世の中に埋没し

てしまうことがあったのだなという点です。厳しい迫害も

あったでしょうが、一方で、一時的な熱心が冷めてしまうこ

と、他の新しく人目を引く宗教や思想に移ってしまうこと、

生活の忙しさや煩いによって信仰から離れてしまうことが

この時も存在したということは、今の時代でも同じ、私たち

人間の持つ根深い“罪”があるように思えるのです。 

以上のような“現実”を目の当たりにしながら、ヘブライ

書の著者は、もう一度「わたしたちの聞いたこと」について

確認しようとします。それは「主が最初に語られ、それを聞

いた人々によって私たちに確かなものと示され、更に神もま

た、しるし、不思議な業、さまざまな奇跡、聖霊の賜物を御

心に従って分け与えて、証ししておられます」と。これは何

を伝えようとしてくれているのでしょうか？ 

イエス様の口から語られたみ言葉を弟子たちが伝え、更に

その弟子たちが伝えてきました。そのようにして私たちもみ

んな、誰かから福音を「聞いたこと」により信仰を与えられ

ているのではないでしょうか。ただ、そのまま何もしないで

放っておいたままであると「押し流されてしまう」というよ

うなことにどうしても陥ってしまいます。故に、一人ひとり

に神様が与えてくださっている「しるし」や「奇跡」、注が

れている「聖霊」を今も感じ、認知していくことが大事だよ

教えている言葉だと言い得ます。 

こうして礼拝に集うことで、今日もみ言葉を「聞き」そし

て私たちの上に注がれている聖霊や自分や誰かの生活の中

に起きている「不思議な業」をちゃんと見分けていくことが

出来たならとても嬉しいことではないでしょうか。そして、

この信仰から離れない、生涯全うしていくという“覚悟”や

“心の根っこ”を与えられていきたいと願います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【今週の集会】 
◉聖書研究・祈祷会 Ⅰ. 2月 16日（水）20：00  

   Ⅱ. 2月 17日（木）10：30  
聖  書： エゼキエル書 
祈祷主題： 宇都宮東伝道所を覚えて 
担 当 者： （水）桒原  （木）丸茂 
祈 る 人： 齋藤さん  佐伯さん 

 【教勢報告】 
主日礼拝 男 17   女 42   計 59 
祈祷会 Ⅰ.  男  5   女 3   計  8 

Ⅱ.  男 1   女  3   計   4 
日曜学校        休 校 
ハンナの会  2月8日（火）休会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
【次週礼拝】  ２月 ２０日（日） 
聖 書： イザヤ書 ８：１７～１８  

ヘブライ人への手紙 ２：９～１３  
説 教：  ｢ヘブライ書⑥ ― 私の兄弟となって助け 

てくださる方｣  武田真治 牧師 
讃美歌： ８(１)、３２、４７９(１)、２７１(１と４)、 

８３(１) 
【次週当番表】 
 司式:金刺長老 奏楽:須田 礼拝:齋藤長老 
 献金：小草 長村 受付：鈴木 橋本 
会堂準備：小杉 冨澤 長田 橋本 
     北條 
看板：土門   週報：吉岡 お花：羽倉 

【次週集会予定】礼拝前：・求道者会 ・聖書輪読会 
  礼拝後：・オリブの葉編集委員会 日曜学校教師会 

６３‐７ 

 

 

 

 

2021年度 教会標語 
 

   「信仰に支えられて、共に生きよう！」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年  ２月 １３日 

日本キリスト教団  上尾合同教会 

牧 師  武田 真治 
 

〒362-0041 上尾市富士見２－３－３３ 
TEL＆ FAX  048－ 771－ 6549   

http://www.ageo-church.org/ 


